
　　●しながわCSR企業連絡会とは・・・

　品川区に事業所を有する企業や団体等の社会貢献活動が円滑に行なわれるように、各種調整や情報交換を

　行うことを目的とし平成１９年に発足しました。事務局を品川区社会福祉協議会に置いています。

　

　　●第32回しながわCSR企業連絡会

　　　  令和6年2月20日、コロナ禍が明けて初の対面式での開催となりました。

　　１　活動紹介

　 　　 概要をご案内します。　　　
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第32回 しながわCSR企業連絡会 参加企業・団体（順不同） お忙しい中、ご参加いただきありがとうございました！
【団 体】 NPO法人ふれあいの家―おばちゃんち、NPO法人教育サポートセンターNIRE、NPO法人難民を助ける会、
NPO法人IWC国際市民の会、NPO法人しながわチャイルドライン、認定NPO法人プラチナ美容塾、NPO法人ウーヴ
一般社団法人モノづくり×プログラミングfor Shinagawa（活動紹介）
【企 業】 ネットワンシステムズ株式会社、株式会社ケーブルテレビ品川、東京商工会議所品川支部、株式会社バルカー、小
澤物産株式会社、協栄産業株式会社、合同会社ヤマナカ、住友重機械工業株式会社、プーマ ジャパン株式会社（活動紹介）
【品川区】 地域振興部地域活動課協働推進係

（1）「2023年 全社員参加の活動紹介」 プーマ ジャパン株式会社
Senior Head of People & Organization 山下 裕貴氏 Executive, People & Organization 鎌田 志穂氏

★PUMAにおけるボランティア活動への取り組み 企業として、コミュニティーの一員として、人々の生活に貢献！
PUMAは80ヶ国以上で事業を行ない、全世界で約13,600人の社員が働いています。各国において社員がコミュニ
ティーと密接な関係を築き、人々のより良い生活づくりに貢献していくことが重要だと考えています。そのため社員の
コミュニティーサービス（ボランティア）活動を推奨しており、その活動のためにボランティア休暇を年1日取得できる
制度も開始しています。
★PUMAが重視する4分野の活動内容 ・スポーツと健康 ・平等と差別撤廃 ・教育 ・環境保全
★2023年ボランティア活動の取り組み 本社社員204名が参加！

①品川総合福祉センター、八潮南特別養護老人ホーム、中延特別養護老人ホームでの活動
施設へ月3回訪問。車椅子清掃・施設敷地内美化活動・保育園のお祭りや運動会の手伝い・ウェス作りを実施。
②大崎本社付近でのクリーン活動 本社オフィス近辺にてゴミ拾い活動を実施。

③全国のリテール店舗での活動
ランニングやウォーキングと同時にゴミ拾いを行うプロギング・Jリーグ スタジアムボランティア・公園等美化活動・子
どもたちを見守りながらの見守り清掃・ビーチクリーン・コーチや指導者・地域イベントやお祭りの手伝いを実施。

★2024年ボランティア活動の取り組み
①サスティナビリティプロジェクト

使用済みのPUMA製品回収。3週間で81足回収！サードパーティーを通じ販売。回収した製品はクリーニング／メン

テナンスを実施後、3月にフォレストゲート（代官山）にてFree Standard社が運営するPOP UP SHOPに提供、販売。

※2024年も品川総合福祉センター様での活動を継続しながら、他の活動にも取り組んでいきたいと思います！

■質疑応答
品川区地域活動課協働推進係：コロナ禍が明けたので、地域とのコミュニケーションをもっと図っていきたいと思って
います。教育やスポーツに強いPUMAさんですが、車椅子清掃以外の活動でもご協力いただけますか？

→ PUMAの強みを活かし貢献していければと思います。
ボランティアセンター：ボランティア休暇の取得率は？また社員だけではなくその家族もボランティア活動に一緒に参
加していますか？

→オリンピック時にはよく利用されていましたが、現在は土日に活動する社員が多くボランティア休暇を取得する人

はほとんどいません。家族の参加についてはありません。
ネットワンシステムズ株式会社：自社でも社員のボランティア活動参加率をもっと増やしていきたいのですが、どのよ
うにして社員を募っているのですか？

→社長がボランティア活動に積極的であることもあり、ＰＵＭＡでは社員に対してボランティア活動をセッティングし参

加するようにしています。部署が違う社員を組み合わせ社員同士の交流を図り、また、ボランティア活動を経験する

ことで各々が心に響く事柄があり、活動が継続されていくという感じです。

（2）「ゆるジョブで若者と企業と地域をつなぐ – プロジェクト【おはもふ】の挑戦」

一般社団法人モノづくりXプログラミング for Shinagawa 事務局担当理事 山下 聖氏 プロジェクトおはもふ担当 山内 優太氏

★モノプロが実現したいこと デジタルの力で全ての子どもに必要な支援を届けたい！

①地域の資源（支援）とつながりづらい子どもたち
情報が届きづらい環境にある・子どもたちの求めることが変化・地域の活動における人材不足
②デジタルの力ですべての子どもに支援を届ける
IT化で情報発信力を高める・人気のあるデジタル学習体験を・テクノロジーのノウハウで普段の活動をスムーズに

★モノプロの活動 月に1回デジタル体験会を実施！孤軍奮闘している町会やNPO法人をサポート！
①子ども向けデジタル体験提供 →デジタルキッズ・家庭教育学級
②オンラインイベント運営研修およびイベント運営支援 →オンラインイベント運営研修・イベント運営サポート
③地域IT支援と新規事業開発 →地域IT支援・若者支援事業

★【おはもふ】＝ 「オンライン × 配信（はいしん） × モノプロ × フリースペース」 の頭文字を取ってネーミングしてい
ます。
2021年に子ども若者応援フリースペースを利用する若者と立ち上げました。ここでいう若者とは、ひきこもりや発達障
害など困難を抱える若者を指し、職場や学校で居場所が見付けられないため、フリースペースに通っている若者です。

※【おはもふ】の目指すもの：誰でも・いつでも働ける仕事（ゆるジョブ）づくり ／ 理想は「ブドウ園の労働者」
・ゆるくないジョブ（男性・18～55歳・心身健康・家柄が良い・学歴や技能に優れる・日本国籍・全時間をコミットできる・
プライベートより組織に比重を置くなど）
・ゆるジョブ（ジェンダー不問・年齢不問・コンディションに合わせて・家柄不問・学歴や技能不問・国籍不問・コミットで
きる時間に働くなど）
※おはもふの活動
①オンライン配信・映像編集
講演会・展示会セミナー・音楽発表会・野外イベントなど、過去3年で40+の実績。参加者数10人の小規模イベントから、
きゅりあん大ホールまで対応可能です。ユーチューブ配信や動画編集も行っています。
②WEBサイト制作
イベント資料アーカイブサイト・団体ページ・キャンペーンサイトなどGoogleサイトを活用したWEBサイト制作を支援。
③スキャンサービス
契約書や設計書など裁断や自動スキャンが行えないドキュメントを手作業スキャンしオフィスのペーパーレス化を支援。
・若者たちは、仲間と助け合いながらゆるジョブで、将来役に立つITスキルや経験を身に付けます。
→フリースペースに通っている山内さんの【おはもふ】の感想…外出や人との関りの機会を得ることができ、報連相の
仕方がわかりました。アイデアをどんどん言える環境により効率化が図れ、楽しく面白いと思えるものが見付かりまし
た。今では指示がなくても自分たちだけで回せるようになり、成長を感じています。他人から「今何やってるの？」と聞
かれても堂々と答えられるようになり嬉しいです。
・地域企業は、若者支援で地域社会に貢献しながら、デジタル化を進められます。

※おはもふを応援ください！ 若者たちを応援してくださる企業様を募集しています。
・お仕事で応援：オンライン配信、映像編集、WEBサイト制作、SNS運用、スキャンサービスなどご依頼ください。
・ボランティアで応援：運営や現場アテンド、トレーニング、プロボノで応援ください。
・とにかく応援：今すぐには依頼できないが、応援だけはしたいという企業様！ご挨拶させてください。

２ 情報交換、連絡事項

①：情報交換
・CSR企業連絡会に参加いただいた企業・団体、活動紹介をしてくださった企業・団体にご挨拶いただきました。
・名刺交換や情報交換を自由に行っていただく時間を設けました。

②：事務局からの連絡事項
・品川区主催で開催される「子ども若者応援セミナー」のお知らせ。
・能登半島地震街頭募金 参加者募集について。
・企業様の強みを活かした社会貢献活動についてご紹介。
・次回の開催は7月～8月頃を予定しています。登録企業や団体へ聞きたいこと、取り上げてもらいたいテーマ等があり
ましたらご連絡ください。


